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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　移動局によって送信された位置登録信号に基づいて位置登録処理を行う位置登録方法で
あって、
　前記移動局が、位置登録処理が行われている位置登録エリア内に在圏しなくなったこと
を検知した場合に、前記位置登録信号を送信する工程と、
　無線基地局が、受信した前記位置登録信号に含まれている交換機ＩＤによって識別され
る交換機に対して、当該位置登録信号を転送する工程とを有し、
　同一の交換機を識別する交換機ＩＤであっても、第１の移動局に対して割り当てられて
いる交換機ＩＤと、第２の移動局に対して割り当てられている交換機ＩＤとが異なり、
　前記第１の移動局に対して設定されている位置登録エリアと、前記第２の移動局に対し
て設定されている位置登録エリアとが異なっており、
　１つの交換機によって制御されるプールエリアは、１つ又は複数の位置登録エリア全体
を含むように形成されており、
　前記第１の移動局に対して設定されているプールエリアと、前記第２の移動局に対して
設定されているプールエリアとが異なり、
　隣接するプールエリア同士が重なり合うことを特徴とする位置登録方法。
【請求項２】
　前記無線基地局が、受信した前記位置登録信号に含まれている交換機ＩＤによって交換
機を識別できない場合、所定の交換機に当該位置登録信号を転送することを特徴とする請
求項１に記載の位置登録方法。
【請求項３】
　前記交換機ＩＤは、各プールエリア内でのみユニークに交換機を識別するものであり、
　隣接するプールエリア間では、同一の交換機ＩＤを用いないことを特徴とする請求項１
に記載の位置登録方法。
【請求項４】
　移動局によって送信された位置登録信号に基づいて位置登録処理を行うように構成され
ている移動通信システムであって、
　前記移動局は、位置登録処理が行われている位置登録エリア内に在圏しなくなったこと
を検知した場合に、前記位置登録信号を送信するように構成されており、
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　無線基地局は、受信した前記位置登録信号に含まれている交換機ＩＤによって識別され
る交換機に対して、当該位置登録信号を転送するように構成されており、
　同一の交換機を識別する交換機ＩＤであっても、第１の移動局に対して割り当てられて
いる交換機ＩＤと、第２の移動局に対して割り当てられている交換機ＩＤとが異なるよう
に構成されており、
　前記第１の移動局に対して設定されている位置登録エリアと、前記第２の移動局に対し
て設定されている位置登録エリアとが異なるように構成されており、
　１つの交換機によって制御されるプールエリアは、１つ又は複数の位置登録エリア全体
を含むように形成されており、
　前記第１の移動局に対して設定されているプールエリアと、前記第２の移動局に対して
設定されているプールエリアとが異なるように構成されており、
　隣接するプールエリア同士が重なり合うように構成されていることを特徴とする移動通
信システム。
【請求項５】
　前記無線基地局は、受信した前記位置登録信号に含まれている交換機ＩＤによって交換
機を識別できない場合、所定の交換機に当該位置登録信号を転送するように構成されてい
ることを特徴とする請求項４に記載の移動通信システム。
【請求項６】
　前記交換機ＩＤは、各プールエリア内でのみユニークに交換機を識別するものであり、
　隣接するプールエリア間では、同一の交換機ＩＤを用いないように構成されていること
を特徴とする請求項４に記載の移動通信システム。
【請求項７】
　請求項４乃至６のいずれか一項に記載の移動通信システムで用いられることを特徴とす
る無線基地局。
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